　　　　　　　　　　東京大学外国語教育学研究会　　　　　　　　　　　　28/1/2000

                                   言語情報科学専攻　M１　桜田京子

テーマ：　教室における教師の英語発話が生徒の発話に及ぼす影響について

英語科教師対象のアンケート結果：1999年11月調査（神奈川県の公立を中心とする高等学校教師82名の回答）

Q.「現在、授業をどの程度英語でなさっていますか。科目別にお答えください。」

回答項目
OCA
OCB
OCC
英語Ⅰ・Ⅱ
Read-

ing
Writ-

ing

ほぼ完全に英語
  5
  2
  1
   2
  4
   0

どちらかというと英語が多い
  6
  5
  2
   5
  3
   1

英語と日本語半々
 13
 13
  3
  19
 15
   6

どちらかというと日本語が多い
 18
 19
  0
  31
 20 
  25

ほぼ完全に日本語
 10
  9
  0
  10
 11
  15

（注：OCA＝会話中心、OCB=Listening中心、OCC=Discussion中心）

主旨　：学習者がL2のインプットに接触しない限り、第2言語習得が不可能なのは明ら

　　　　かである。英語の授業において生徒への英語のインプットは主に視聴覚教材、教　

　　　　師による教室言語を通して行われる。視聴覚教材はなくても済ますことはできる

　　　　が、教室言語のない授業は考えられない。従って教師の英語発話の役割は大きい。

　　　　この研究では、実際に英語授業を観察し、Teaching-styleの異なる教師と生徒の

　　　　英語発話量を測定する。その後、生徒に英語によるインタビュー・テストを行い、

　　　　その結果を分析することで教師による英語発話が生徒のアウトプットに影響を与

　　　　えているかどうかについて実証研究を試みる。

先行研究：1.外国語教育はTarget languageでなされているのが前提の研究が多い。

          2.Teacher talk は質の問題が主流。（例：Foreigner talk: Ellis 1985）

　　　　　3.量の研究は教室言語におけるTeacher talkの占める割合などを扱う。

          （例：Chaudron 1988,  Cook 1991）

　　　　　4.質の観点からのDiscourse analysis、ethnographic studyは多い。

          （例：FLint: Moskowitz 1971,  FOCUS: Fanselow 1987, 

            Sinclair and Coulthard 1975,  Allwright 1991）

          5.バイリンガル、イマージョンクラスでのL1･L2の使用比較が多い。　　

          （例：COLT: Allen, Frohlich, and Spada 1984）

仮説：　教師の英語発話は生徒のアウトプットに影響を与える。

観察 ：☆Teacher talk（某公立高校１学年担当3名、各2科目）1999年10～12月調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　B　　　　　　C

英語Ⅰ
ほぼ日本語
ほぼ日本語
ほぼ日本語

OCA（JTE）
　　英語
日本語英語
ほぼ日本語

OCA（JTE,ALT）
　　英語
英語日本語
英語日本語

　　　　　　　（注：英語Ⅰは総合英語、OCAはOral Communication A（会話）

　　　　　

　 　　☆クラスの担当の仕方　（クラス人数　英語Ⅰ=40名、OCA=26名）

　　　英語Ⅰ　１組A ２組A　 ３組B　　４組B　 ５組C  ６組C
　　A
OCA





　　B
OCA





　　C
OCA





結果 ：① OCAの授業における教師の英語の使用量には差が見られた。

　　　　　〈発話はmove（展開）を単位とした〉　（Malamah-Thomas 1987,　小磯1996）

　　　 ② 英語Ⅰ、OCAの授業における生徒の英語使用量には差が見られなかった。

　　　 

　　　 ③ OCAにおける教師の英語使用の差が生徒に何らかの影響を与えているのか

　　　　　を調査するためにA,B,Cの各クラス（26名）から10名を抽出しインタビュー･

　　　　　テストを実施した。（1999年12月調査）インタビューの際、生徒の担当者が

　　　　　採点者に分からないように工夫した。JTEとALTがそれぞれ採点。質問内容

　　　　　は、授業観察で授業中にしばしば発せられる質問とそうでない質問をそれぞれ

　　　　　5問ずつ生徒に尋ねた。（計５点×５問×２＝50点満点）　　Appendix A
　　　　　分析　　① JTEとALTの採点を比較した結果、A,B,C各クラスの相関係数はそれぞれ

　　　　　　　　　　 0.91、0.86、0.83となっているのでJTEとALTの評価には採点者間信頼性が

　　　　　　　　　　 認められた。

　

　　　　② A,B,Cの各クラス（26名）から抽出した10名の成績評価から各クラスの平均

　　　　  点を区間推定するとともに、抽出した10名の平均点をそのクラス全体の平均

          点とほぼ考えてよいかどうかを検定した。これによるといずれも抽出した10

          名の平均点がそのクラス全体の平均値と考えてよい。　

　

　　　　③ 検定はANOVAを行った。ANOVA（分散分析）は3つ以上の測定値の間の差

　　　　　が有意である（＝偶然とは言えないレベルで差がある）かないかを検定するた

　　　　　めに使われる。帰無仮説を「A,B,C間に差はない」としてJTEとALTのデー

　　　　　タそれぞれの分散分析の結果、JTEのデータからは有意水準１％、５％どちら
　　　　　でも仮説は棄却された。従って「A,B,C間には差がある」と言える結果を得た。

　　　　　しかし、ALTのデータで同じ分散分析を行ったところ仮説は棄却されなかった。

　　　　　従ってA,B,Cの生徒の成績に統計的に有意な差は見られなかった。

          Appendix B

　　　　④ 質問内容によって生徒の成績に差があるかどうかの相関係数を調べたところ、

　　　　 　JTE（0.74）、ALT（0.60）どちらの採点結果からも関係が認められた。従っ

　　　　 　て授業中にしばしば発せられる質問に答えることができる生徒は、そうでな

　　　　 　い質問にも答える可能性が高いと言える。

結論　　①　OCAの2単位の授業が、果たして生徒に影響を与えるのだろうかという疑

　　　　　　問があったが、4月から12月までの8ヶ月（夏休みは除く）の教師の英語発

　　　　　　話の影響は認められた。

　　　　②　授業中の教師の発話はインプットの役割を果たし、生徒のアウトプットを促

　　　　　　進する。例えば、Aの生徒は教師から授業中に英語の質問を受けることを予

　　　　　　想するので、ある程度答えの準備をして授業に臨んでいる様子が見うけられ

　　　　　　た。英語の授業にそのような準備をして臨むかというアンケートからそれが

　　　　　　証明された。 Appendix C
　　　　③　教師の言語使用は、文の構造、語句の意味などの一方的な知識の教授ではな

　　　　　　く、実際にどのように言語が使われるのかを生徒に理解させることにつなが

　　　　　　る。また、OCAで行われるようなテキストの音読やモデル･リーディングの

　　　　　　リピートとは異なるアウトプットは、言語の形式的特徴について意識的に考

　　　　　　えさせ、言語を統語的に処理する能力が伸ばす。（Output Hypothesis: Swain 

　　　　　　1985）

　　　　④　教室言語におけるTeacher-talkの割合は、65～75％（Chaudron 1988）と

　　　　　　言われているが、それがL1でなされているか、Target languageでなされ

　　　　　　ているかの違いは大きい。2単位の授業でも教師の英語発話はインプットの

　　　　　　役割を果たしている。教室におけるL1使用の利点は意味内容が明確化され

　　　　　　るなどが認められるが、今回の研究結果は日本のような母語中心の英語教育

　　　　　　が主流の現状を変え, L1とL2を効果的に使い分ける指導法の研究につなが

　　　　　　る。

問題点　①　高校1年4月の段階においてのA,B,Cの生徒間の差が分からない。

　　　　　　（もともと生徒間には有意な差があったかもしれない。）

　　　　②　授業中の生徒同士のインタラクションの影響、生徒からのインプットは考

　　　　　　慮していない。

　　　　③　英語による授業分析の対象が少ない。

　　　　④　授業内容の質的部分を考慮すべきか。

　　　　　　（英語ⅠとOCAの内容の違い、発問の方法、interaction、 feedback、 

　　　　　　　consciousness-raising など）

　

Appendix　A　

省略

Appendix　B

JTEのデータによる分散分析

変動要因
 平方和
 自由度
 平方平均
　F値

  水準間
 304.8
     2
  152.4
  4.62**

  水準内
 890.4
    27
   32.98


  合計
1195.2
    29



**p <.01

ALTのデータによる分散分析

変動要因
 平方和
 自由度
 平方平均
　F値

  水準間
  48.47
     2
   24.23
  0.88

  水準内
 742.5
    27
   27.5


  合計
 790.97
    29



  p <.05

Appendix C

アンケート　『英語の授業の予習・準備について』　　　　　　　24/1/2000
当てはまるものに〇を付けてください。

１．英語Ⅰの授業の予習・準備をしますか？

　　（１）よくする　　（２）時々する　　（３）あまりしない

　

☆ 英語Ⅰの予習・準備をするときは具体的に何をしますか。（複数回答可）

　　①単語調べ　②教科書を読む　③読む（発音）練習をする　④文法を予習する

　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

２．OCAの授業の予習・準備をしますか？

　　（１）よくする　　（２）時々する　　（３）あまりしない

　

☆ OCAの予習・準備をするときは具体的に何をしますか。（複数回答可）

　　①単語調べ　②教科書を読む　③読む（発音）練習をする　④文法を予習する

　　⑤先生との会話を考える。　⑥その他（　　　　　　　　　　　　　）

３．英語を話すことが好きですか。

　　（１）好き　　（２）あまり好きではない

　　それはなぜですか。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

集計結果
１．英語Ⅰを予習・準備するかしないか。


　A（計52）
B（計52）
C（計49）

する
　　　33
　　　30
　　　37

しない
　　　19
　　　22
　　　12

２．OCAを予習・準備するかしないか。


　A（計52）
B（計52）
C（計49）

する
　　　28
　　　 6
　　　 4

しない
　　　24
　　　46
　　　45

３．英語を話すことが好きですか。


A（計52）
B（計52）
C（計49）

好き
　　　22
　　　23
　　　18

好きでない
　　　30
　　　29
　　　31

 「英語を話すことが好き」の理由

　おもしろい。　楽しい。　いろいろな国の人の考えを理解できるから。

　話せるとカッコイイから。　英語の響きが好きだから。　相手に伝わるとうれしいから。

　「英語を話すことがあまり好きではない」の理由

　難しいから。　日本人だから。　自分の意思を話せないから。　自信がないから。

　英語が苦手だから。　必要ないから。　英語が嫌いだから。　文法を理解できていない　

　から。　　日本社会では使わないから。
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5

